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　10月20日～21日の1泊2日で、奈良県の帝塚山
高校の生徒の皆さんが浜中町を訪れました。2日間、
約100名の生徒が6コース（無人島探検、乗馬、
うまいものツアー、バードコールでピクニック、
森の公園づくり、マウンテンバイク）に分かれ
て浜中町の自然を楽しみました。
　私はマウンテンバイクを2日間担当しました。
MO-TOOかぜてから榊町小学校を通り海岸に出て、
総合体育館から湿原センターまでを走る約15km
のコースです。奈良県は海なし県で、きっと海
が見たいだろうなあ、と思いこのコースを案内
ました。
　15人の生徒と一緒に、
MO-TOOかぜてで乗り方
の練習をしてから出かけま
した。坂を下って榊町の海
岸に出ると、「ワー！！！」
という歓声があがりました。「すごい、綺麗」
とみんな海を見て楽しんでいました。おもしろ
かったのは、それぞれの生徒が色々なポーズを
とって記念撮影をしていたことです。天気にも
恵まれて、榊町の海岸を走るのはとても楽しか
ったです。
　　（美奈）

はまなかグルメ

　札幌に住んでいた時、本州から転勤してきた人
に「道東方面を車で走るとすごいね！日本に居る
とは思えない。浜中から厚床までの国道沿いの草
原は特にすごい！」と話をしてくれた事がありま
した。写真を趣味としているその人は今までも転
勤先であちこちを撮影の為に歩き回っていたそう
です。釧路で生まれ育った自分にとって見なれた
景色がそんなに珍しいものなのかと思い、よくよ
く話を聞くと、田畑が一切無く見渡す限りの牧草
地、すなわち草原である事が信じられないという
のです。確かに棚田に代表されるように斜面でも
開墾し田畑を作っている道外の実情や景色の事を
考えると道東地方で広がる放牧地は異国の風景に
見えるかもしれません。話の最後に「あの辺は外
国、特に北欧のようだね」と言われました。
　一般的に道外の人がイメージする北海道といえ
ば富良野や美瑛方面に代表されるように丘陵地帯で、
どこまでも続く畑という映像を思い描く事が多い
みたいです。北海道在住というだけでそのような
写真を求めてくる仕事も多々あります。しかし北
海道は九州の約二倍の面積がある訳ですから一括
りにできない多様な自然と風景が存在するのです。
その事をもっと
地元から発信し
なければと思い、
日々撮影をして
います。

道東は異国？

～いくらの稲荷寿司～

いくら、米、煮つけた油揚げ
（市販のものでも良い）

①煮つけた油揚げに、ご飯をつめます。

（ご飯は酢飯ではなく、普通のご飯）

②上にいくらをのせて出来上がり。

　三膳家に代々伝わる（？）ちょっと豪華なお稲荷さんを
紹介します。この稲荷寿司は、秋のこの時期、交流会な
どで理事長が作ってくれるのですが、稲荷寿司にいくら
がのっていて、とても豪華、そしてとてもおいしいのです。
私は稲荷寿司もいくらも大好きなので、
好物がいっぺんに食べられて、
なんとも幸せなレシピです。
でも、いくらをたくさん使っ
た稲荷寿司なんて、浜中町な
らではですよね！　　（美奈）
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釧路市在住 写真家
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